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9 【施工における　課題・問題点　等】

①本測量は、設計との並行作業であり、測量データの提供等、計画的かつ円滑な進捗が求められた。

②河道掘削検討において、河川断面計測が必須であったが線形が未確定であり、後に線形(断面位置)

　変更の可能性も含まれていた。

③現場は、浅瀬域が存在し、通常の測量船では航行が困難な箇所も見受けられた。

10 【実　施　内　容】

○事業計画に伴う測量･設計の工程並びに前述の課題と陸部のＬＰデータ活用等を踏まえ、三者(監督職員･

　設計･測量)による協議を行った結果、｢ナローマルチビーム(ＮＭＢ)測深にて、線形を変更した際に、

　　　

11 【実　施　結　果】

（様式―１）信濃川下流工事施工研究発表会　

　信濃川(右岸)三条市石上地区において、河道掘削設計に必要な基
礎資料を得る為、ナローマルチビーム測深等を実施したものである。

工事（業務）名

表題（課題）名　

受注者名

工　　　期

担当主任監督（調査）員

課題区分名

工事(業務)概要

河道掘削検討に資するＮＭＢ測量(ＲＣボート)の利活用

Ｒ２信濃川下流測量(その２)業務

株式会社 ＳＫプランニング

令和　３年　３月　１６日 ～ 令和　３年　１２月　３日

①ＩＣＴ (　――――――――――――――)

5 担当技術者(立場)名 主任技術者
桐澤　亨

調査設計課長

（　きりさわ　とおる　）

    ・数量:A=0.077K㎡(延長1.3km×幅0.06km)　

　   ・対象範囲:左図 

　任意の河川断面抽出かつ詳細な河床状況が把握できる水中部の３Ｄ作成｣を実施することとした。

○ＮＭＢ計測機は、浅瀬域の航行がスムーズに行える｢小型ラジコン(ＲＣ)ボート｣を活用した。　
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三条市石上地内

マルチビーム搭載小型ＲＣボート(重量約30kg)

一人でも持ち運び可能

陸上から浅瀬域の計測

目視ができない範囲は

測量船で並走

３Ｄ解析状況

解析した水中部の３Ｄデータと既存ＬＰデータを合成



【実　施　内　容　等】

①小型ＲＣボートを活用することで、浅瀬域計測が可能となりＬＰデータ(陸上部)との接続部合成(未計

　測箇所が発生しない)に努めた結果、シームレス(途切れない)な３Ｄデータを生成することができた。

②設計時に必要な河川断面は、設計業務で実施することができ、適宜必要な断面検討や詳細な河床把握

　とともに、事業計画工程を確保した。

◆河床変動の把握　(H28定期横断データ→R3本業務比較)

　取得した三次元点群データを比較し、｢どこで堆砂･浸食しているか｣、｢どのような傾向か｣など、　

　事業推進の運用に資する基礎資料を作成したものである。

 ①河床変動グラフより、ＪＲ弥彦線を境に

　 下流側が堆砂、上流側が浸食傾向である。

 ②本計測範囲において、右岸側に堆砂傾向が

　 見受けられる。

 ③河道掘削予定範囲において、全体的に堆砂

　 傾向が見受けられる。

・本業務は、ＮＭＢ測深(ＮＥＴＩＳ登録)のＩＣＴを活用した業務であったため、取得した３Ｄより

　任意断面が抽出できることを踏まえ、自主的な定量的比較の取り組みを実施した。

・三条地区の河道掘削検討における参考資料とするため、過年度定期横断データ(H28)と本業務(R3)で

 ＜考察結果＞

（様式―２）　　

横断図重ね図 河床変動量計算書

河床変動グラフ


